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【読楽】014「武教全書講録」を読む ＊読楽箇所＝下巻「子孫教戒」の一部

［山鹿素行『武教全書』］ ＊「山鹿素行の父道と教育論（2）」（月刊『武道』2014年2月号）の拙稿を一部改編）

山鹿素行の教育論は、彼が44歳の寛文5年（1665）に門弟
や ま が そ こ う

等が編纂した『山鹿語類』とともに、彼が35歳の明暦2年
や ま が ご る い

（1656）に門弟が講義録をまとめた『武教小学』に見られる。
ぶきょうしょうがく

両者の間の約10年で素行の思想は、死に際の潔さに象徴さ

れる戦乱期の「武士道」から、天下泰平における指導者像を

説いた「士道」へ転換したとも言われる。その思想的転換に

は触れないが、素行は『山鹿語類』では「育てる」立場から詳

細な父道論を展開したのに対し、『武教小学』では主に「育

つ」立場から武士の日常生活上の心得や子弟教育の要点を

述べている。

まず「明暦丙申（1656）八月、門弟子等謹 序 題」と記された『武教小学』の序文には、本書を理解するうえで看過でき
へいしん も ん て い し と うつつしんでじょだいす

ない次の記述が見える（以下、原漢文を現代語訳または意訳）。

○農工商の如き生業を持たずに、武士が三民の長とされる所以は、「能く身を修め心を正して、国を治め、天下を平らか
ゆ え ん よ

にする」からである。しかしながら、今や「善俗」が廃れ、「誠教」の乏しい世となり、武士は臂を怒らせ剣に手を掛け、学
すた ひじ

者は「記誦詩章（詩文を暗誦するのみで実践しないこと）」の中国風情に陥る不適当な有様で、実に嘆かわしい。
き し ょ う し し ょ う ふ ぜ い

○学問の目的は「格物致知（物事の道理や本質を深く追求し、知識や学問を極めること）」にあり、異国の風俗を習うた
か く ぶ つ ち ち

めではない。ましてや、武士の道を異国から学ぶ必要がどうしてあろうか。武士道は幼時に習うことが重要で、その習

慣を智恵とともに深め、その心を育むことが昔の聖人の真心である。

○武士は主君の俸禄に養われながら、民の長として外見・行動・知識が正しくなければ、天下の賊民にほかならず、汗が

出る程の恥辱の至りである。

○本書の編纂・出版は山鹿先生の志ではなく、門弟の我々が先生の言葉を輯録し『武教小学』と題したものである。本書

の教えを敬って学べば「浮靡蒙童（浮ついて贅沢な子供）」も「志士仁人（天下国家の為に命がけで信念を貫く人物）」
ふ び もうどう し し じんじん

に変わる一助となろう。本書をよく玩味し、おろそかにしてはならない。

この序文を見る限り、行住坐臥・座作進退（立居振舞）の全てが庶民の模範となり、治国・平天下を実現することが武士
ぎょうじゅうざが ざ さ し ん た い

の存在理由とされており、既に『武教小学』において「士道」の考え方が本質的に存在していたことが分かる。

以上のほか、序文で朱熹が8歳から14歳の心得を述べた『小学』を讃えている。書名にも「小学」の語を含むように、本
し ゅ き

書は『小学』を参考に綴った武士子弟用の士道入門書で、次の10項に分けて武士の振舞としての基本を簡潔に説く。

（１）夙起夜寝 ── 起床後の身支度から就寝までの毎日の生活態度。
つとにおきよはいぬる

（２）燕居 ── 公務に就かない在宅期間中は学問や武芸をひたすら学ぶ。
えんきょ

（３）言語応対 ── 他人との会話における言葉遣いや話題の心得。
げんぎょ

（４）行住坐臥 ── 外出中や在宅時の用心や礼法。
こうじゅう

（５）衣食居 ── 質素・分相応・適切な衣食住。

（６）財宝器物 ── 貧民救済や文武に役立てるべきで、単なる蓄財は無用。

（７）飲食色欲 ── 食欲・性欲を慎み適度に保つ。

（８）放鷹狩猟 ── 民の生業を妨げず、領地・領民の掌握や軍事訓練のために行う。

（９）与 受 ── 金品の授受は道義に基づき適切に行う。
あたえうくる

（１０）子孫教戒 ── 男児・女児の育て方。
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前記（1）～（9）は士道の基本で、それをいかに子孫に伝えていくかを最後の「子孫教戒」で論じている。その前半に男

児教育、後半に女児教育の要点を記すが、記述量もほぼ半々で、『山鹿語類』で父道とともに母道を重視した山鹿素行の

考え方はここにも表れている。随所で『孟子』『礼記』『論語』『列女伝』『小学』等を引用し、適宜語注を加えるが、以下に要
ら い き

点を掲げる。

○己が死んだ後に子孫が勝手気儘であれば、家は絶え、子孫自身も身を滅ぼす。どうして真心の愛情から子孫を教戒せ

ずにいられようか。武士は「大丈夫（『孟子』滕文公下によれば、富貴・貧賤・威武に惑わされず屈しない人物）」こそ勇
とうぶんこう

者である。深い愛情と信念や強い心で子孫を戒めないとしたら、志士仁人とは言えない。

○子供が幼稚の間は生まれながらの天然の気を受けるのみで主体的な知恵がないが、日々の成長とともに善悪に染ま

っていくため十分に慎む必要がある。張横渠は「近年は、男女ともに幼い頃から驕惰（我が儘かつ無気力）で壊り了わ
ちょうおうきょ き ょうだ やぶ お

り（駄目な子供になり）、成長するほどにますます凶狠（心が歪む）になる」と述べている。
きょうこん

○武士が子孫を教戒するには、知を正し、機（気）を勇にして、事（行い）に信あらしめる。それ故、知の発する時は邪正を

考え、邪を戒め正を揚げ、勇を養って脅すことなく、小事と雖も詐偽を行わないことが大切である。遊戯は弓矢・竹馬
あ いえど

の礼、言葉遣いは武家礼法を以て教え、精気における情欲を抑えよ。また、文学を教えるが、記誦に陥り詩文に耽ると、
ふけ

日本の風俗を忘れ、中国の風俗を好むようになる。

○人には気稟（気質）の違いがあるため、その軽重・清濁を考えて習い馴れさせよ。言葉が一通り身に付いたら師を選び、
き ひ ん

友を考え、品性が下劣にならぬようにせよ。師弟関係では恭敬を旨とする。兵書や武道書を汚れた席に置かず、手を

洗い 嗽 いだ後に開き見よ。そして、師匠を父兄の如く尊ぶべきである。
くちすす

以上が前半で、後半は丸々女子教育に当てている。

○女子の教戒は十分に慎まなねばならない。世間では女子に惰弱（意気地のないこと）を教えることが多いが、大きな
だ じ ゃ く

誤りだ。武士の妻たる者は、常に公務で忙しく、家内の事が分からない夫に代わって家内を治める義務がある。どうし

て惰弱で務まるだろうか。夫は内を知らず、妻は外を語らず。宮室を設けて内外を分かち、夫婦で着物懸けを別々に

し、舅姑にはよく仕えねばならない。武将の妻は、婚家の盛衰で節義を易えない。また、盗賊にあい、敵に殺される場合
か

もあるため、惰弱な教育では通用しない。女子は陰性で、体は柔、心は順の気質のため、柔順を用とし、よく杲断（決
こうだん

断）することを掟とする。遊戯や言葉遣いが淫佚（みだら）であってはならず、義の正道を以て教え、武の本意を以て
いんいつ

示せば、夫婦の道も正しく、人倫の大道も明らかとなる。

このほか、近年、女子に『源氏物語』や『伊勢物語』を教えるのは甚だ歎息すべきで、これらは両夫に見えることを教え
まみ

る淫佚や悠艶の書であるから、決して読ませてはならないと戒める。

『武教小学』成立後160年以上を経た文政2年（1819）、山鹿流兵学者の高林政明がその主旨を平易な仮名書きに改め、
たかばやしまさあき

『武家小学』と題して刊行したほか、山鹿素行の代表作である『武教全書』（明暦2年作）の巻頭にも収録され、天保15年（1

844）板以後たびたび刊行された。また、200年後の安政3年（1856）には、素行を信奉する吉田松陰が親戚子弟に『武教

小学』を講じた講義録『武教全書講録』（本書には『武教小学』以外の記述がないため、事実上『武教小学講録』と言うべき

ものである）を著し、慶応4年（1868）に松下村塾より刊行されている。

同書で松陰は、「士道」と「国体」の大略を述べた『武教小学』序文を何よりも重視し、「此序ノ大主意ヲ能々呑込給ヘ」
この よくよくのみこみ

と開口一番に述べている。「士道」と「国体」の精神を後世に伝えるには、中国生まれの『小学』では片手落ちであり、「国

体ヲ失フ様ニ成行クコト免カレザルヲ、先師（山鹿素行）深ク 慮 リ給フ。是、『武教小学』ヲ作ル所以也」と述べ、『武教小
おもんぱか ゆ え ん

学』の本質を「扨其士道・国体ハ 甚 切要ノ事ナレバ、幼年ノ時ヨリ心掛サセ、工夫サスベキコト、是、『小学』ノ本意ニテ、
さて はなはだ

詰リ、志人仁人ト成ル様ニトノ教誡ナリ。是、此序ノ大意、即チ、此書ノ大意也」と喝破した。
つま

「『武教小学』の旨趣を国字になして童蒙の見に便あらしむ」とした高林政明の『武家小学』では、どういうわけか『武教
みる たより

小学』の序文が丸々省かれていた。しかし、松陰はこの序文こそが本書の神髄と見なし、そこに200年前に先師が抱いた

後顧の憂いを読み取ったのである。
こ う こ
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【参考】 山鹿素行『武教全書』上巻巻頭「武教小学」
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［吉田松陰 『武教全書講録』］ ＊慶応4年板の表紙・扉・本文冒頭と刊記（下段左端は明治初年後印本）。

松陰先生武教講録［武教全書講録］（慶応4年）

【判型】半紙本2巻合1冊。縦226粍。

【年代等】安政3年12月作。慶応4年3月刊。［長門］松下村塾板。

【備考】分類「兵法」。本書は、山鹿素行を信奉する吉田松陰が安政3年に親戚子弟に素行作『武教小学』を講じた際の講義

録を上梓したもの。ただし、本書には『武教小学』以外の記述がないため、事実上『武教小学講録』と言うべきもの。本書で

松陰は、「士道」と「国体」の大略を述べた『武教小学』序文を何よりも重視し、「此序ノ大主意ヲ能々呑込給ヘ」と開口一

番に述べた。「士道」と「国体」の精神を後世に伝えるには、中国生まれの『小学』では片手落ちであり、「国体ヲ失フ様ニ

成行クコト免カレザルヲ、先師（山鹿素行）深ク慮リ給フ。是、『武教小学』ヲ作ル所以也」と述べ、『武教小学』の本質を次の

ように突いた。「扨、其士道・国体ハ甚切要ノ事ナレバ、幼年ノ時ヨリ心掛サセ、工夫サスベキコト、是、『小学』ノ本意ニテ、

詰リ、志人仁人ト成ル様ニトノ教誡ナリ。是、此序ノ大意、即チ、此書ノ大意也」。松陰はこの序文こそが本書の神髄と見な

した。

【読楽】014 武教全書講録
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■吉田松陰『武教全書講録』下巻「子孫教戒」より
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■『武教全書講録』の要旨

◎女子教育については、先師（山鹿素行）の教えが最も価値があり、それを玩味すべき。

◎夫婦は人倫の大綱であり、一家の盛衰・治乱は夫婦にある。

・まず、女子を教戒せよ。夫がいかに武士道を守っても、妻が道を失えば、一家は治まらず、子孫の教戒も破綻する。

・しかしながら、近年は女子教育を重視する者がいない。

◎女子教育には、3つのタイプがある。

・第1に、『源氏物語』『伊勢物語』等の俗書や淫佚（男女関係が淫らな）の事を教えとするもの。これは先師が深く歎いた
いんいつ

所で、教えに値しない。貴人には多く、平民以下にはほとんどないが、和歌・俳諧・茶の湯等の遊芸を楽しみとする者は

多い。

・第2に、貝原益軒や心学書の教えは、柔順（温和）・幽閑（落ち着き）・清苦（貧苦に甘んずる）・倹素（質素）の教えで最も

望ましいが、節烈（操が堅い）・果断（決断力）の教えに乏しい。太平無事の時には十分だが、有事の際に貞操を守り、節

義を貫くには不十分。

・第3の先師の教え「柔順を以て用（働き）とし、果断を以て制（掟）となす」こそが完全である。まさに「士の妻室たる者、

士常に朝に在りて内を知らず。故に夫に代わりて家業を戒む。豈懦弱を以てせんや（武士は常に役所で公務に当たる
あにだじゃく

ため、家内のことは知らない。そこで、妻が夫に代わって家業を取り仕切るのだから、懦弱（意気地無し）では務まらな
だじゃく

い）」という言葉は至言である。

◎今日、淫佚の女性は多いが、貞烈の女性は極めて稀である。従って、礼儀はその伝統わずかに残すが、義は既に消え
いんいつ

失せてしまった。私は、これを非常に憂え、日本が滅びる前兆だと考える。

・今日、貞婦・烈婦が少ないのは、父兄の教戒が不足しているからである。父兄の教戒がないのは、父兄自身が既に主君

や親に対する忠孝の念が足りないからである。世間一般の父兄には、大抵、忠義の心がない。だから、女子供は父兄の

教戒を聞かない。妻となっても貞淑な気持ちはなく、母となっても子供を教戒することを知らずにいる。

◎女子の教戒につき一策がある。これは国政上のことで、容易に論ずべきではないが、一つの構想として述べる。

・男子禁制の尼房の如き「女学校」を建てる（以前読んだ『（皇）宋通鑑』に金国の「女太学」の記事があったと記憶する）。

・40、50代以上の士大夫（武士）の未亡人で、人徳・学問・技芸に通じた女性数名を選んで教師とし、女学校に寄宿させる。

・8～10歳以上の武家女性を毎日通学、または希望により寄宿させ、厳格な教育により、手習い・学問・女功（女性の家事）

に熟練させる。

・『漢書』のように、同郷の女性達が共同生活で夜なべに努め、切磋琢磨し合って習俗を向上させる効果もあるだろう。

・この構想は、君主の奥方から始めるべきで、貞節で学問に秀でた女性を登用して女官とし、一国の女子教育を率いる

べきである。

◎以上について、叔父（玉木文之進）に質したところ、「女子教育の説は全くその通り。私も考えがあって、伊勢の津坂
ぶ ん の し ん ただ つ さ か

孝綽の『武家女鑑』を購入し所蔵するが、本書は好著で、婦女子にこれを読み聞かせれば感激しない者はいない」と言
こうしゃく

われた。本書を一読すると、私の考えと全く一致していた。中村惕斎の『姫鑑（比売鑑）』は異国や古代の人物ばかりで、
てきさい ひめかがみ

女子教諭に迂闊な点もあるが、惕斎ほどの学者の書であれば有益であろう。黒沢弘忠の『本朝列女伝』は217人もの女

性を載せ、十分である。漢文で綴られた文章が巧みではないが、軽視してはならない。そのほか、このような書物を広

く求めるが良い。

＊山鹿素行は、元禄期の女性の優柔・懦弱(ひ弱で無気力)な傾向を『武教小学』の「子孫教戒」章で戒めたが、松陰も再
だじゃく

び維新当時の女子に不可欠な心得として主張。有事にも家を守り、生き抜く強い精神力を持つ武家女性を育てるため

の女子教育論で、まず父兄自らが忠孝の心構えを正して婦女子の教育に当たること、女学校構想は、上級武士から進

めて、一国領内に好影響を及ぼすべきことを説く。また、中国人ではなく、日本人女性の伝記を読ませることを提唱

し、特に『武家女鑑』を推奨。
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